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ガバナンス

ＳＤＧｓの達成に向けた重点的な取組みが従業員に共有されており、かつ達成するための仕組みが組織内に構築されている（ＰＤＣＡサイクル等）。

＜具体的な内容を記載＞

ＳＤＧｓの達成に向けた重点的な取組みをホームページ等で対外的に公表している。

環境

目標

社会

目標

ＳＤＧｓの達成に向けた重点的な取組み宣言書

ＳＤＧｓの達成に向けた重点的な取組み 実績 指標・目標

令和7年7月1日

こびとの農園

・IT化やペーパーレス化などを取り入れ、エ
ネルギー消費やCO2排出削減に貢献
・梱包資材を最小限に留めることで、環境負
荷の抑制

伝統工芸である「つまみ細工」を、老若男女
関係なく、誰でも参加できるワークショップ
を提供。
作品やワークショップを通して、農作物の知
識や関心を育むことで、健康的な食生活を支
援。

・教育機関や自治体との連携だけでなく、消
費者や農家など幅広いステークホルダーの方
と関わりを促進。
・作品を通して、地元農作物の魅力を伝え、
地域振興に貢献。

⑫つくる責任 つかう責
任,⑬気候変動に具体的
な対策を

スキャナー・電子パッドを導
入し、ペーパーレス化を開始
梱包資材を環境負荷低減に努
める

ペーパーレス化移行率
再生資材利用率

2030年度までに、R7年度比50％以
上の削減を達成する。
2030年度までに、梱包資材の再生
資材利用率100％を達成する。

③すべての人に健康と福
祉を,④質の高い教育を
みんなに,⑮陸の豊かさ
も守ろう

⑫つくる責任 つかう責
任,⑰パートナーシップ
で目標を達成しよう,⑮
陸の豊かさも守ろう

ワークショップ実施回数
・令和6年度　2回
・令和7年度　1回（4月）

令和7年度、関市のふるさと
納税に「ほらどキウイのブロ
ーチ」が採択

ワークショップの実施回数

地元農産物とのコラボ実施回数

2030年度までに、野菜について学
ぶことができるワークショップ実
施回数10回以上を達成する。

2030年度までに、地元農産物の振
興に資する作品を5点制作する。

・四半期ごとに（年4回）アクションプランのチェック、実績等をシートに記入。

SDGsの取組み記載ページのURL：https://kobito-no-nouen.jp/about/


